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１９９４～１９９５年（平成６～７）、住吉町地内

で行われた発掘調査で、１４～１５世紀の道路跡と、

宅地跡を発見しました。 

道路は南北に方位をとり、路肩には側溝が掘られて

いました。宅地は、道路の西側に広がっており、複数

の東西方向の溝によって区画されていました。区画さ

れた宅地の一部からは、鉄や銅 

製品の製作時に使用したフイゴ 

羽
は

口
ぐち

やルツボ、また、製鉄の残 

りかすである鉄
てっ

滓
さい

が大量に見つ 

かりました。 

遺物の内容から、この地には 

鍛冶
か じ

の工房があったと考えられ 

ます。また、道路に隣接して複 

数の宅地が形成されている状況 

から、この地一帯には、市が広 

がっていたと推測されます。 
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